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2021年シンポジウム :「特定行為修了者の看護師としての役割と活動の支援について」

高度急性期病院における特定行為研修修了者の活用
－看護管理者の立場から－

佐 藤 悦 子 千 葉 励 子 安 保 弘 子＊ 第75回国立病院総合医学会
（2021年10月23日～11月20日WEB開催）
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要 旨 現在，医師の働き方改革により，医師でなくても実施可能な業務を他職種に移管する
タスク・シフト/タスク・シェアの考え方が提唱され，特定行為を実施する看護職の

存在が注目されるようになってきた．
　岩手医科大学病院（当施設）は，岩手県唯一の大学病院であり，特定機能病院として高度急性
期医療を展開している．そして看護部では，それに応えるべく専門性の高い人材育成にも取り組
んでいる．
　また，2011年に設置された高度看護研修センターでは，「特定行為に係る看護師の研修制度」
の指定研修機関認可を2015年に取得後，特定行為研修修了者（以下，特定看護師）を毎年育成し
ている．特定看護師は，臨床の場では高度看護実践者であり，時には組織横断的に教育的役割を
果たすと同時に，実地指導者としての役割も担う．特定看護師の活動のフィールドが拡大する一
方，看護管理者は，組織構造・運営の整備と組織化を行い，病院全体で取り組む支援体制を求め
られる．
　さらに，看護の質の観点と経営的視点を重視して，研修修了後は，部署配置とし，普段と違う
患者の症状変化に気づき，医師の指示のもと，対応できる能力を養う場であり，チーム医療の観
点，そして在宅および地域での支援にも貢献している．
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緒 言

　2015年から始まった「特定行為に係る看護師の研
修制度」１）（以下，特定行為研修）により，看護職
の役割拡大が一層促進された．高度急性期病院では，
複雑化する医療ニーズを捉え，入院から退院後を見
据えた患者のQOLを重視した看護の提供は必須で

ある．
　本稿では，組織的に特定看護師を育成・活用につ
いて，看護管理者の立場から報告する．

病院紹介

　岩手医科大学病院（当施設）は，2019年9月に新
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